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宮
城
大
学
後
援
会
で
は
、
大
学
祭
に

合
わ
せ
て
10
月
17
日
に
恒
例
の「
講
演

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
の
大
和

キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
に
は
、
後
援
会
会
員

を
は
じ
め
教
職
員
や
在
校
生
、
そ
し
て

近
隣
住
民
や
一
般
の
方
々
な
ど
多
く
の

聴
衆
が
集
ま
り
ま
し
た
。

各
界
の
著
名
な
方
々
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
好
評
を
い
た
だ
い
て
き
た
講
演

会
。
第
15
回
の
講
師
は
、
小
惑
星
探
査

機「
は
や
ぶ
さ
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
率
い
、
小

惑
星
か
ら
資
料

を
採
取
し
て
地

球
に
持
ち
帰
る

「
サ
ン
プ
ル
リ

タ
ー
ン
」を
世
界
で
初
め
て
成
功
に
導

い
た
J
A
X
A
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
）シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
の
川
口
淳
一

郎
先
生
で
す
。

「
メ
モ
は
と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

ね
。
せ
っ
か
く
私
が
冗
談
を
言
っ
て

も
笑
っ
て
い
た
だ
け
な
い
の
で
」と
始

ま
っ
た
講
演
。
話
題
は
宇
宙
開
発
か
ら

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
vs

政
府
の「
事
業
仕
分
け
」、
そ
う
か
と
思

え
ば
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ア
ニ

メ
⋮
⋮
と「
は
や
ぶ
さ
」

ば
り
の
高
速
で
展
開
し
、

次
々
と
切
り
替
わ
る
ス
ラ

イ
ド
と
ジ
ョ
ー
ク
に
、
聴

衆
は
振
り
落
と
さ
れ
な
い

よ
う
に
し
が
み
つ
く
の
が

精
一
杯（
？
）で
し
た
。

エ
ス
プ
リ
と
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
た
お
話
の
キ
ー

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
世
界

初
を
目
指
せ
」。
は
や
ぶ

さ
が
目
指
し
た
の
は
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
で
は
な
く「
世

界
初
」で
あ
り
、
世
界
初

で
あ
る
こ
と
で
自
動
的
に

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
っ
た

と
強
調
し
、「
た
と
え
今

読
ん
で
い
る
ペ
ー
ジ
の
理
解
が
完
璧
で

な
く
て
も
、
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
開
か
な

け
れ
ば
よ
り
広
い
ペ
ー
ジ
は
見
え
て
こ

な
い
。
型
を
は
み
出
す
く
ら
い
の
、
臆

す
る
こ
と
の
な
い
飛
び
出
し
を
期
待
し

た
い
」と
励
ま
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
や
れ
る
理
由
を
見
つ
け
な
い
か
ぎ

り
、
挑
戦
し
な
い
か
ぎ
り
、
成
果
は
得

ら
れ
な
い
」と
い
う
言
葉
は
、
前
途
あ
る

学
生
や
若
い
世
代
ば
か
り
で
は
な
く
、

シ
ニ
ア
世
代
の
私
に
も
強
く
響
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
に
勇
気
を

い
た
だ
く
機
会
を
企
画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
後
援
会
理
事　

武
田
篤
彦
）

　私が宮城大学に着任させて頂い
てから、今年で18年目を迎えます。
開学当初からではありませんが、来
年には20周年の節目を迎える宮城
大学の成長・成熟の過程にさまざまな立場で関わらせて頂
きました。その経験を通して、私自身も一教員として成長・
成熟する機会を頂いたと感じています。
　人の成長に例えるなら、この世に生を受けてから病気や
けがを全く経験せずに育つことなどまずあり得ません。宮
城大学も私が所属する看護学部も、ときに体調がすぐれな
くなったり、また、東日本大震災に見舞われて大きな痛手
を受けたりしたこともありました。その一方で各研究科や
食産業学部、センターなど家族が増え、地域社会とのつな
がりが強くなるなど、喜びも数多く経験しながら成長し、
来年には成人式を迎えようとしています。
　大学の成長とともに、医療機関等での実習や学会等で卒
業生の活躍ぶりを目にする機会も増え、とても頼もしく感
じています。学生の皆さんが宮城大学に在籍している期間
は短いですが、在学生として、また卒業後も卒業生として
のおひとりおひとりの活躍が、今後社会的責任が一層増し
てくる宮城大学の成長・成熟につながっていくことを忘れ
ずにいて頂けたらうれしく思います。　

　「群像」にご登場いただいたジョバ二さんの印象は明るく素直な好青年です。
これまで訪れた国は 10 カ国で、日本の美しさは群を抜いていると笑顔で話
してくれました。留学生をご紹介するのは今回が初めてですが、外国人ジョ
バニさんの目を通して、改めて日本の美しさや、誇れる文化を見直すことが
できました。
　今後も学生の皆さんの、生き生きとした様子をお伝えできる誌面作りを心が
けて参りたいと思います。皆さまのご意見、ご感想をお寄せください。 （S・I）

教員からの一言

成人式

看護学部教授
武 田 　 淳 子

編集後記

世
界
一
よ
り
世
界
初

聴
衆
を
乗
せ「
は
や
ぶ
さ
式
」講
演
飛
行

主
催
事
業「
川
口
淳
一
郎
氏
講
演
会
」＆「
宇
宙
展
覧
会
」

　平成 27 年度宮城大学卒業証書・学位記授与
式を挙行しますので、ご出席ください。教職員一同、
心よりお祝い申し上げます。なお、式場内の座席数
は限られているため、満席となった場合は、式場外
のモニターでご覧いただくことになりますので、ご了
承ください。
式典の詳細は、大学ウェブサイトに掲載しています。

（URL：http://www.myu.ac.jp）

●日時：平成 28 年 3 月18 日（金）
　　　  受付　午前 9 時開始
　　　  式典　午前 10 時～ 11 時 30 分頃
●場所：大和キャンパス講堂

学務課☎ 022（377）8218

　後援会では、保護者の方々が学生の卒業後も宮
城大学を支援する、終身会員制度を設けています。
　卒業生の保護者の皆さまの希望によりご加入いた
だくものですが、これまで多くの方 に々入会いただき、
大学の精神的な支えとなっています。会員の方には
年２回発行の会報、及び主催事業の案内等を２０年
間送付致します。
　大学間の生き残りをかけた競争が激化する中、自
主自律の運営を目指す宮城大を、更なる充実した
支援で物心両面から支えてまいりたいと考えておりま
す。
　今年度卒業を予定されている学生の保護者の皆
さまには、改めて御案内いたしますので、何卒、制
度の趣旨を御理解いただき、多くの方に御賛同いた
だきますようお願いいたします。  　（後援会事務局）

　平成 28 年度後援会総会を開催いたします。議題は、平成 27 年度事
業報告・決算報告、平成 28 年度事業計画・予算案などです。ご出席く
ださいますようご案内いたします。
　なお、学外の会場での開催となりますので、お間違えのないようご注意く
ださい。

●日時：平成 28 年 4 月4 日（月）
　　　  入学式終了後 午後 12 時 30 分～午後 1 時 10 分（予定）
●場所：東京エレクトロンホール宮城（県民会館）大ホール
　　　 仙台市青葉区国分町３－３－７

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

卒業式のご案内

理事会だより

平成 28 年度 後援会総会を
東京エレクトロンホール宮城で開催します。

後援会終身会員制度のご案内

　10 月8日に開催された第 3 回理事会で、
大学改革室から大学の学部改組構想につい
て、説明がありました。内容についてお知ら
せします。

大学改革について

　宮城大学では、「地域とともに歩む大学」
として、さらなる教育の充実等を図るため、
平成 29 年 4 月のスタートをめざし、初年次
教育の充実、学群・学類制の導入による専
門教育の再編と、入試制度改革を予定して
います。
　生涯にわたって学び続ける力を育むため、
より充実した基盤教育を導入するとともに、
高校までの学びや取り組みを多面的に評価
する新しい入試を実施します（現在構想中）。
　なお、平成 28 年度までに入学した学生の
皆様につきましては、入学時の学部・学科
の名称と教育カリキュラムが、引き続き継続さ
れることとなります。
　詳しくは、宮城大学学部改組構想特設
ページをご覧ください。
http://www.myu.ac.jp/site/kaiso/

講演会にちなんで
「宇宙展覧会」

講演と連動して「はやぶさ」の模型や採取
サンプル、プロジェクトの解説パネルなど
を集めた「宇宙展覧会」も開かれました。展
示品はJAXAから提供を受けたもので、学
生有志が小さな子どもたちに丁寧に説明し
ている姿が印象的でした。

小惑星「イトカワ」模型（縮尺1/1000） 「はやぶさ」模型（縮尺1/8）

聴衆に語り掛ける川口氏



私
は
平
成
25
年
3
月
に
宮
城
大
学
事
業
構
想

学
部
を
卒
業
し
、
同
年
4
月
に
事
務
職
員
と
し

て
採
用
に
な
り
ま
し
た
。
入
職
し
て
か
ら
早
い

も
の
で
3
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
、
平
成
25

年
に
入
学
し
た
学
部
生
も
も
う
す
ぐ
4
年
生
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
入
職
し
て
か
ら

現
在
ま
で
、
学
務
課
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
と
い

う
部
署
に
所
属
し
て
お
り
、
主
に
学
生
生
活
に

関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
他

の
部
署
よ
り
学
生
と
接
す
る
機
会
が
多
く
、
毎

日
楽
し
く
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

学
生
の
と
き
は
意
識

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
大
学
で
は
1
人
の

学
生
に
対
し
て
、
と
て

も
多
く
の
職
員
が
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
入
学

試
験
や
入
学
式
を
は
じ

め
、
普
段
の
授
業
、
学

生
生
活
、
就
職
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
1
人
1

人
の
学
生
を
支
え
る
業

務
は
多
岐
に
渡
っ
て
お

り
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
私
の
学
生
生
活
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
た
事
務
職
員
の
方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
今
度
は
私
自
身
が
学
生
を
支
え
る
役
割
を

担
い
、
後
輩
が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
し

て
、
少
し
で
も
多
く
の
学
生
に
宮
城
大
学
に
入

学
し
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
大
学
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宮
城
大
学
出
身
の
事
務
職
員
も
少
し

ず
つ
増
え
始
め
、
こ
れ
か

ら
の
宮
城
大
学
を
自
分
た

ち
の
手
で
創
っ
て
い
く
と

い
う
使
命
感
と
や
り
が
い

を
持
っ
て
日
々
の
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

宮
城
大
学
は
平
成
29
年

に
は
開
学
20
周
年
と
学
群

制
へ
の
移
行
と
大
き
な
改

革
の
時
期
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
進
化
し
続
け
る
宮
城
大

学
と
と
も
に
歩
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

12
月
9
日（
水
）と
10
日（
木
）の
2
日
間
で

1
0
0
の
優
良
企
業（
団
体
）（
地
元
企
業
４
０

社
、
県
外
企
業
６
０
社
）を
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
に

招
い
て
、
合
同
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
就
職
活
動
に
関
し
て
公

に
な
っ
て
い
る
ル
ー
ル
に
則
り
、
本
学
が
責
任
を

も
っ
て
主
催
・
企
画
・
運
営
し
、
参
加
す
る
学
生

に
対
し
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
で
あ
っ
て

採
用
選
考
活
動
と
は
一
切
関
係
な
い
こ
と
を
明
示
、

参
加
企
業
に
対
し
て
は
学
生
の
個
人
情
報
を
提
供

し
な
い
と
明
確
に
し
て
の
も
の
で
す
。
会
場
設
営

に
か
か
る
小
さ
く
な
い
費
用
を
、
後
援
会
か
ら
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
の
参
加
数
は
、
事
業
構
想
学
部
と
食
産

業
学
部
の
３
年
生
を
中
心
に
、
２
日
間
で
の
べ

４
６
９
人
で
し
た
。

今
回
は
キ
ャ
リ
ア
開
発

セ
ン
タ
ー
が
プ
レ
セ
ミ

ナ
ー
を
催
し
て
事
前
の

下
調
べ
を
促
し
た
こ
と
も

奏
功
し
、
大
半
の
学
生
が

17
時
の
閉
会
ま
で
会
場
に

残
っ
て
熱
心
に
話
を
聞

き
、
質
問
を
し
ま
し
た
。

企
業
側
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
を
読
む
と
、
外
交
辞
令

を
差
し
引
い
て
も
本
学
の

学
生
に
好
感
を
抱
き
、
宮

城
大
学
に
好
印
象
を
持
っ

て
、
満
足
し
て
お
帰
り
い

た
だ
け
た
様
子
が
窺
え
ま

す
。
就
職
活
動
本
番
に
向

け
、
い
い
形
で
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。（

学
務
課　

阿
部
成
雄
）

在
校
生
、
卒
業
生
、
保
護
者
。
教
職
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
宮
城
大
学
に
関
わ
っ

て
い
る
か
た
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
思
い
で
つ
な
ぐ「
絆
」。
今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
の
は
、

事
務
部
の
職
員
と
し
て
大
学
に
勤
務
し
て
い
る
久
米
宏
紀
さ
ん（
事
業
構
想
学
部
13
期

生
）で
す
。
社
会
人
と
し
て
母
校
で
過
ご
し
た
3
年
間
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

進
化
し
続
け
る
大
学
と
と
も
に

　

事
業
計
画
学
科
13
期
生（
H
24
年
度
卒
） 

久
米　

宏
紀

▲事務部の若きホープ 久米宏紀さん

No.15

後
援
会
役
員
と
学
生
代
表
の

意
見
交
換
会
が
、
11
月
12
日
に

大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
11
月
26

日
に
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
学
か

ら
は
、
学
生
部
長
と
各
部
学
生

委
員
長
が
出
席
し
、
学
生
の
活

動
状
況
報
告
を
受
け
、
後
援
会

助
成
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指

し
て
、
積
極
的
に
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
12
人

の
学
生
代
表
が
出
席
し
、
大
学

祭
実
行
委
員
会
か
ら
、
大
学
祭

で
駐
車
場
事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
、

ゴ
ミ
分
別
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ

た
こ
と
、
執
行
部
か
ら
は
、
意

見
ノ
ー
ト
を
設
置
し
て
学
生
の

意
見
収
集
に
努
め
た
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
10
人
の
学
生
代
表
が
出
席

し
、
大
学
祭
実
行
委
員
会
か
ら
、

大
学
祭
で
作
物
収
穫
体
験
や
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
実
施

し
て
盛
況
だ
っ
た
こ
と
、
サ
ー
ク

ル
連
絡
会
か
ら
は
、
月
一
回
サ
ー

ク
ル
助
成
金
の
扱
い
に
関
す
る

説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

両
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
で
課
題

に
挙
げ
ら
れ
た「
大
学
祭
実
行
委

員
会
を
除
く
委
員
会
の
人
材
不

足
」に
つ
い
て
は
、
役
員
か
ら
、

「
活
動
の
魅
力
発
信
強
化
」が
助

言
さ
れ
、「
サ
ー
ク
ル
助
成
金
申

請
及
び
、
予
算
・
決
算
書
の
確
実

な
提
出
」に
は
、
学
生
へ
の
周
知

徹
底
と
事
務
局
・
役
員
に
よ
る

指
導
・
サ
ポ
ー

ト
を
継
続
す
る

こ
と
、
そ
し
て
、

引
き
続
き
活
発

な
両
キ
ャ
ン
パ

ス
交
流
が
円
滑

に
推
進
さ
れ
る

よ
う
努
め
る
こ

と
な
ど
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
教
員
か

ら
は
、
予
算
根

拠
と
な
る
明
確

な
事
業
計
画
立

案
の
必
要
性
も

指
摘
さ
れ
ま
し

た
。続

い
て
、
役

員
か
ら
は
、
後

援
会
の
20
周
年

記
念
事
業
に
対

す
る
要
望
も
募

ら
れ
、
学
生
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

後
援
会
で
は
、
今
後
も
学
生

が
実
り
豊
か
な
大
学
生
活
を
送

れ
る
よ
う「
学
生
の
声
」声
に
耳

を
傾
け
、
支
援
に
反
映
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
後
援
会
副
会
長　

齋
藤
浩
美
）

後
援
会
役
員
と
学
生
代
表
が
意
見
交
換

学
生
に
向
け
、
常
に
魅
力
あ
る
情
報
発
信
を

学生委員長になり学生から相談を受け
ることも増えました。その時に「先生は
どんな大学生活を送ったの？」と聞かれ
ることがあります。そこで、今回は私の
苦い大学生活の思い出を書くことにしま
した。

中学生の時に「看護師になる」と決心し
たのですが、親から「無理だから、やめ
た方がいいよ」と何度も言われました。
その言葉が火に油を注ぐ結果となり（反
抗期真っただ中でした）、看護大学に強
行入学しました。

しかし、１年生の基礎看護技術演習で
の教員との言い争いをきっかけに、看護
師への熱が冷めてしまいました。ここで
退学しなかったのは、親の予想通りに「看
護師は無理」となってしまうことを避け
たい一心でした。この頃の私はとんがっ
てふてくされており、「自分のメンツの
ために仕方なく大学へ行く」状況で、某
テーマパークでアルバイトをしている時
間の方が長くなっていました。

こんな状況でなぜ卒業できたのか？そ

れは“人とつながること”
の大切さを感じられたか
らだと思います。アルバ
イトでは、キャスト間の
チームワークの重要性や
ゲストの立場に立つこと
を叩き込まれ、大学では、
挫折して泣いてばかりの
私を同級生や先輩が励ま
してくれました（彼女らとは今でもつな
がり続けています）。相手を思いやる体
験や人からの温かさや優しさを感じるこ
とで、とんがっていた気持ちが少しずつ
丸くなっていき、自分の目標である「看
護師になる」に立ち戻れたのだと思いま
す。この体験があったからこそ、人とつ
ながる意味をさらに探究したくて、精神
看護学を研究している気もします。

今後も宮城大学の学生・教職員はもち
ろん、後援会の皆様ともつながっていき
ながら、学生支援に務めていきたいと
思っています。どうぞよろしくお願い致
します。

（おおくま　けいこ）看護学部准教授

1992年3月　聖路加看護大学看護学部　卒業
1992年4月　聖路加国際病院
 看護部（外科混合病棟に配属）
1996年4月　 長崎大学医療技術短期大学部看護

学科　助手
2001年3月　 聖路加看護大学大学院　看護学研

究科
 博士前期課程（修士課程）　修了
2001年4月　 東京武蔵野病院　看護部（精神科

リハビリテーション病棟に配属。
2004年より副看護師長）

2006年4月　 聖路加看護大学看護学部
  助手（精神看護学担当　2008年よ

り助教）　
2014年3月　 聖路加看護大学大学院　看護学研

究科　博士後期課程　修了
2014年4月　 宮城大学看護学部　准教授（精神

看護学担当）　

看護学部准教授　大熊 恵子

新米学生委員長のコラム㊦

大学時代の宝物＝“人とのつながり”

co lumnコ ラ ム  

チームワークの重要性について講義中
（精神看護援助論Ⅱ）

事業構想・食産業学部
「合同業界研究セミナー」開催

県内外100の企業・
団体の協力を得て

実践的キャリア教育

活発に意見が交わされた意見交換会（上段大和キャンパス）



卒業生から熱いエール
食産業学部教授　森本素子

食 産 業 学 部 で
は、平成₂₇年1₀月
11日に第一回ホー
ムカミングデーを
実施しました。こ
の日は大学祭の初
日ということもあ
り、多数の卒業生
に参加していただきました。

第一部は卒業生のパネルディスカッションを
「食産業学部で学んできたこと、そして今」と題
して開催し、ファームビジネス学科1期生　高根
雄人氏（(株)仙台秋保醸造所 栽培・醸造責任者）、
フードビジネス学科1期生木村優輝氏（地方独立
行政法人青森県産業技術センター　食品総合研
究所研究員）、 環境システム学科1期生高浜遼平
氏（自営業「wara no bag」店主）に講演をお願いし
ました。3人3様の熱演で、参加した卒業生たち
からは「大変励まされた」「自分ももっと頑張ろう
と思った」等の感想が寄せられました。食産業学
部で学んで社会人になった卒業生が、このよう
に実り豊かに活躍されていることは、教職員一
同の大きな喜びです。

第二部は生協食堂にて懇親会を行って旧交を
温め、あっという間に楽しい時間が過ぎ、来年

の再会を誓って散会
となりました。

食産業学部では今後
も卒業生の皆さんとの
つながりをますます大
事にしていきたいと考
えています。

MYU学祭2015 キャンパス毎、特色を活かし開催

装飾や企画で宇宙の壮大さを表現

平成27年度の大学祭も大盛況の中で終えることができま
した。大学祭への来場者様を始め、大学祭までご協力して
くださった関係者の方々に大学祭実行委員会を代表して感
謝を申し上げます。

今年は「My universe」をテーマに掲げ、大和キャンパスら
しく創造性に富んだ企画や装飾物で、宇宙の壮大感を出すこ
とを目標に活動を行ってきました。プラネタリウムや宇宙研
究所を舞台にしたお化け屋敷を企画したり、ゲストに宇宙か
らやって来たウルトラマンを招きました。また、後援会主催
で、JAXAの「はやぶさ」プロジェクトマネージャー川口淳一
郎氏の講演会も開催され、大学祭を盛り上げて頂きました。
フィナーレは宇宙に向けた打ち上げ花火で2日間の祭典を締
めくくりました。皆さま、楽しんでいただけましたでしょ
うか。

すでに来年に向け実行委員会の活動がスタートしていま
す。新委員長も決まり、リーダーとしての役目をバトンタッ

チしました。来年の大学祭はより
パワーアップしてくれると期待
しています(私たちの代が一番で
あってほしいですが…笑)。

新大学祭実行委員会は来年度に
向け邁進中です！

太白10月11・12日、大和10月17・18日

大和キャンパス大学祭実行委員長
事業計画学科2年　小幡美誠

農業体験や宮城の食材を利用し、
新たなチャレンジ

こんにちは。太白キャンパス大学祭実行委員会委員長の
松田直也です。

今年度私たちは、新しいことを取り入れ大学祭を盛り上
げていくことを目標に準備を進めてきました。それは、農
業体験や宮城の食材を使用したイベントなどです。初めて
行うもので戸惑うことばかりでしたが、試行錯誤を繰り返
しより良いものになるように実行委員一同努めてきまし
た。また、「地域に根差した大学」をアピールして、宮城県
の食材を積極的にイベントに使用しました。参加していた
だいた皆さまに少しでも楽しいと感じていただくと同時に、

宮城の食について知っていただけ
たなら幸いです。

大きな事故なく無事に大学祭を
行うことができました。協賛して
いただいた企業の皆さまや地域の
方々、学校関係者の皆さまのご協
力に感謝します。本当にありがと
うございました。来年度も、ます
ます大学祭が盛り上がるよう後輩
に期待します。

太白キャンパス大学祭実行委員長
環境ビジネス学科2年　松田直也

左から高浜氏、木村氏、高根氏

記念撮影　仲間はいいね。また明日から頑張るぞ！

大学祭と併催、食産業学部 
第1回ホームカミングデーを開催

おいしいよ

ウルトラマンだ！

夜まで踊って、歌って

大和C実行委員総勢152人

食産のアイドル？

太白のマスコット“しょっ君”

学内に恐竜出現

食産の目玉は露店

盛り上がりは夜まで

一致団結！太白C実行委員一同

大和のマスコット“ミュー君”

当日は好天に恵まれ

夜空を飾った花火
皆さんに感謝です

ベガルタ仙台アンバサダー
平瀬智行氏登場

“三角あぶらあげいかがですかぁ”
事務部も露店で応援（大和）

大和の学祭に
おじゃましました



仙
台
空
港
の
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
す
る
仙
台
エ
ア
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
と
事
業
構
想
学
部
藤
原
ゼ
ミ
の
学
生
が
共
同
で
、
新

規
お
み
や
げ
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
藤

原
ゼ
ミ
の
学
生
達
は
、
仙
台
空
港
の
W
e
b
シ
ョ
ッ
プ「
そ
ら
み

や
げ
亭
」の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
仙
台

空
港
に
し
か
な
い
お
み
や
げ
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
、「
蔵
王
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
大
福
」で

す
。
暮
れ
も
押
し
迫
っ
た
12
月
24
日
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
、
大
好
評
で
、
わ
ず
か
６
日
間
で
完
売
し
ま
し
た
。

藤
原
ゼ
ミ
で
は
、
３

年
前
か
ら
仙
台
空
港

W
e
b
シ
ョ
ッ
プ
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
W
e
b
サ
イ
ト
の

改
善
や
、
リ
ア
ル
の
実

店
舗
と
バ
ー
チ
ャ
ル
な

W
e
b
シ
ョ
ッ
プ
と
の

連
携
な
ど
を
提
案
し
て

き
ま
し
た
。
新
し
い
お

み
や
げ
開
発
は
そ
の
一

環
で
、
今
後
も
継
続
の

予
定
で
す
。

宮
城
大
学
と
地
元
企

業
が
連
携
し
た
取
り
組

み
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

東
北
経
済
連
合
会
が
実
施
し
た
、
東
北
の
学
生
や
若
手
社
員

を
対
象
と
し
た
、
イ
タ
リ
ア
で
の
17
日
間
の
研
修
旅
行
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
、
本
学
か
ら
3
人
の
学
生
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ

の
一
人
阿
部
優
理
恵
さ
ん（
デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
メ
デ
ィ
ア
デ

ザ
イ
ン
コ
ー
ス
3
年
）に
体
験
談
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

「
日
・
伊
、地
方
創
生
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
参
加
し
て

繋
が
れ
て
き
た
職
人
技
を
実
感

事
業
構
想
学
部
デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
3
年
　
阿
部
優
理
恵

平
成
27
年
11
月
7
日
～
23

日
、
東
北
経
済
連
合
会
主
催
の

日
伊
地
方
創
生
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
、
イ
タ
リ
ア
・

ウ
ン
ブ
リ
ア
州
に
あ
る
ソ
ロ
メ

オ
村
の
職
人
技
術
学
校
で
研
修

を
受
け
ま
し
た
。
高
級
ブ
ラ
ン

ド「
ブ
ル
ネ
ロ
・
ク
チ
ネ
リ
」が

設
立
し
た
そ
の
学
校
で
服
飾
の

職
人
か
ら
指
導
を
受
け
、
手
を

動
か
し
な
が
ら
技
術
・
文
化
の

伝
承
や
地
方
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
る
２
週
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

高
い
付
加
価
値
を
も
つ
ク
チ
ネ
リ
氏
の
ブ
ラ
ン
ド
の
軸
と
も

な
っ
て
い
る「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
な
く
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」と
い
う

考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
。
突
然
空
か
ら
降
っ
て
き
た
よ
う
な
も
の

と
は
違
う
、
途
切
れ
ず
に
繋
が
れ
て
き
た
も
の
が
持
つ
豊
か
さ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
彼
が
再
生
さ
せ
た
ソ
ロ
メ
オ
村
に
は
職
人
技

術
学
校
の
ほ
か
に
も
美
し
い
図
書
館
や
劇
場
が
あ
り
ま
し
た
。
技

術
や
文
化
を
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

の
基
盤
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
視
点
は「
こ
れ
か
ら
の
東
北
」

に
つ
い
て
も
活
き
る
も
の
で
、
私
た
ち
若
者
が
東
北
の
あ
り
方
を

更
新
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。イ

タ
リ
ア
で
得
た
視
点
や
気
付
き
は
、
今
後
の
研
究
や
生
き
方

を
考
え
る
際
に
活
き
て
く
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て

自
分
だ
け
で
な
く
、
こ
の
研
修
で
得
た
も
の
を
東
北
に
暮
ら
す
人

と
共
有
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

食
産
業
学
部
生 

企
業
と
共
同
で
商
品
開
発

宮
城
大
学
×
藤
崎
＝
お
歳
暮
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

食
産
業
学
部
教
授
　
西
川
正
純

藤
崎
と
の
コ
ラ
ボ
で
開
発
し
た
お
歳
暮
商
品
グ
ラ
ノ
ー
ラ
を
紹

介
し
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
藤
崎
の
古
典
的
な
お
歳
暮
を
学
生
さ
ん

の
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
て
新
し
く
作
り
変
え
た
い
と
の

提
案
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

食
産
業
学
部
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
3
年
生
6
人
を
メ
ン
バ
ー

に
昨
年
4
月
か
ら
始
動
し
、「
若
い
人
が
手
に
取
り
た
く
な
る
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
」、「
中
元
や
歳
暮
の
用
途
で
な
く
て
も
贈
り
た
い

と
思
え
る
も
の
」を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に「
宝
石
箱
」を
イ
メ
ー
ジ

し
た
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
美
味
し
さ
ギ
ュ
ッ
と　

き
れ
い
ギ
ュ

ギ
ュ
っ
と
欲
張
り
グ
ラ
ノ
ー
ラ
」を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

中
身
は
学
部
の
特
徴
を
活
か
し
美
と
健
康
を
訴
求
し
た「
美
肌

叶
え
る
グ
ラ
ノ
ー
ラ
」、「
お
腹
す
っ
き
り
グ
ラ
ノ
ー
ラ
」、「
か
ら

だ
整
う
グ
ラ
ノ
ー
ラ
」の
3
種
が
セ
ッ
ト
で
、
宮
城
の
餅
米「
み
や

こ
が
ね
も
ち
」を
使
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
学
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ

知
識
を
活
か
し
、
し
か
も
会
社

組
織
と
共
同
で
商
品
を
作
り
上

げ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た

が
、
藤
崎
も「
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ

ア
で
社
内
に
新
風
が
吹
い
た
」と

高
く
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一昨年の秋から、留学生として来日したジョバニ・
ヌタブゴバさんを紹介します。

ジョバニさんは東アフリカのルワンダとウガンダ
で生まれ育ち、フランス式、イギリス式二つの教育
方法を経験しています。今、宮城大学で研究の日々
を送るジョバニさんの目に、日本の教育はどのよう
に映っているのでしょうか。

ジョバニさんは来日当初、数々のパーティーで歓迎され、毎日のように楽しい日々を過ごしました。学業
だけでなく、慣れない異国での生活を気遣ってもらえることにとても感謝しています。

日本では「おもてなし」をホスピタリティとしていますが、英語で「おもてなし」を一言で表現すことは難し
いようです。言葉ではなかなか表せない「おもてなし」を、ジョバニさんは心で感じ取りました。

ジョバニさんの母国ルワンダは農業と観光業が
経済の中心ですが、今は、情報通信技術の知識経
済への転換に取り組んでいます。ルワンダ国立大
学理工学部で電子通信工学を学んだジョバニさん
は、更に専門性を高めるために、日本政府の支援
政策「アフリカの若者のための産業人材育成イニ
シアティブ」を受け、現在、宮城大学大学院事業
構想学研究科博士前期課程でデータサイエンスを
学んでいます。将来は両国の懸け橋を担うことが
期待されています。

留学生ジョバニさんには、世界から見える日本
を教えてもらいました。“Feel Global ！”　

日本の教育

「おもてなし」は日本の文化

素晴らしい大学生活 MYU is beautifully engraved within nature. 
With this fascinating academic life, my 
time at MYU seem to be flying very fast 
and can't imagine how so much I will miss 
this beautiful place after my studies in 
early 2017.

宮城大学は自然の中に美しく調和していま
す。このような素晴らしい大学生活を送る中
で、私の宮城大学での時間は飛ぶように過ぎ
ていきます。2017年の初めに研究生活を終え
る頃は、どれだけこの美しい居場所を恋しく
思うことか、今は想像もつきません。

（後援会書記　伊藤早苗）

Just to give you a glimpse of my experience studying in Rwanda's once french oriented aca-
demic education, I consider it to be; "Educator is pushy to the Learner", then Uganda's British 
oriented one is "Educator argues out the Learner". The system of Higher Education in Japan 
and precisely MYU is "Educator parents the Learner". Therefore, your professors and MYU staff  
will, on top of off ering education services, off er things like" texts of your whereabout after earth 
quakes", "tips of which stores are cheap" ,"a cup of coff ee together" and more. 

私の経験をもとにルワンダでのフランス式の教育を一言で表すと「教育者は学習者に自分の考えを押し付
ける」です。またウガンダのイギリス式の教育は「教育者は学習者と論じ尽くす」です。日本の高等教育，
特に宮城大学においては「教育者は学習者に親のように接する」です。宮城大学の教授や職員の方々は，単
なる教育の提供の他に「地震の後に安否確認のメールをする」，「どこの店が安いか教えてくれる」，「コー
ヒーを一緒に飲む」等何かと気遣ってくださいます。

(Writer;Jovani Ntabgoba　日本語訳：学務課　関野純子）

(Writer;Jovani Ntabgoba　日本語訳：学務課　関野純子）

ある留学生の宮城大学での生活
仙
台
土
産「
蔵
王
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
大
福
」

仙
台
空
港
と
共
同
開
発事

業
構
想
学
部
教
授
　
藤
原
正
樹

群  像
　 学生の　 挑戦

「蔵王クリームチーズ大福」

職人技に見入る研修生、阿部さん（右上）

留学生ジョバニさん

学生の活動の様子

開発商品、グラノーラセット

開発を手掛けた藤原ゼミ生


